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1速)胆道癌肝再発例に対する外科治療の経験
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胆道癌の肝再発に対する治療経験を報告し,経過観察

お土び外科切除における問題点に-,し､て検討した.症例

は胆管癌上乳頭部癌で挿頭十 二指腸切除術を施行された

2例である.胆管癌症例は術後13-7日巨ごLi)個ハ.乳頭部

癌症例L'よ術後二川:-6-)‖1て 1個(])肝転移を来し.･そJlモ:

川田勺側区域切駄 および肝前区域部分切除(!:施テ~巨MIL
た.

車 陣頭 仁二指腸切除夕施行された胆道癌術後てあー-,
ても.肝内二発に対して外科･的切除か行功左治療上㌧■:,Ill

絶後がある血

② 手術後殿経過観察では渡療マ-カ-の変動をこ十分

注意 し 一旦異常値を認めた場合には,蒋手術の時樹を

教わないようをこ頻回の画像診断を要する.腫療7-か -

の変動を認めない症例ではチ定期的な画像診断は必須 で

:tJf)i:).

しぎ守ヒ松竹4湖畔 転移病巣でも肝静脈やケ‖リン鞘 l_LPOTILl)

trill(11に潜-,上進展を.′j十r二十かあ;).肝切除 に お い

では切離断端の癌陰性化をこ注意 しなければ な らな い.

1封 幽門輸温.存陣頭 十 '.指腸 切 除 術 げ I)PD)

8例の経験
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∈慕表題畠窟競歩仙仙)

1991隼.Lり我々ヰ)Q()L を重視Lた臓器保存LJ)立場

より愛野を温存した幽P閣滝泰輝頭十二指腸切除術 脾PPD)

を8例に行在--二,た.内訳く･よ乳頭腺腫 1例･乳頭部癌ニHFIJ･

粘液産生陣痛2例･進行肝癌l例 ･胆管癌 1例て辛い､た.

最初の6例は良性か.:iた出七校的早期し叫鋸二村Lて行--.

たが,療症状例は2例のみで,この6例や3例は急性輝

炎にて発症 した.後苦(7)3例に対して旧坤､,か左進行癌

をこ対 して PPPD を行なった.衝直後の合併症は通常の

PI~)3500･PPI'l)で38%と行酎')差は兄[-わなか一･訂∴
しかしながら PPPD脅永法の2例に盛篤な肝腺癌の合

併が見られたが横橡的ドレナ-ジにて軽快 した.消化管 専

胆道同時シソチグラムを今泉法2例 をこ行ない胃緋滑開始

時間 8食後 1時間腎内容残留率 舟食物胆汁混合状態は良

好であった,胆汁の胃内逆流も見られなかった.結語 :

PPPD は良性疾患や比較的早期の癌に対 して試みてよ

ト術式十考:i,lL､れた.
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胆嚢癌の進展形式と標準術式 :

特に ss胆嚢癌 をこついて
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1)階 大会議事

Ⅰ. 一 般 演 題

日 周蓋内悪性 りン,､瞳患君イソ日用モ油汗 ン′＼球
サブセ プゝト動態と予後殿検討

森 宏･l叫】隆 ･
~吉日 誠 -小野 晃嗣
rlJ申 龍山･武州 章夫∈雷資産諸 研究斯き

頭蓋内悪性.Fン′＼腫患苦PIう1-subs(It(･り治墳前後LJll

動態を調べ虹 対象は9例で,生検術後平均 唾3月Gy

L')照射に,I)rL､d,＼･!'Clt.MTXを併用した.Subst､tは.

1一(1u SLlrjt-_,sN･rl̂bを用いて ITACScLlnにて twoでol()r

合併症等に.いさ1く良!1例 tl~'群)で比較検討した.1)

年齢:G群は令例60才~未満だが,I)群は3例65才i､1上し二

高齢苦が多か一･.た.1)II)liL:Ⅰつ群で 1,(XIO未満LT)例が

多く,経過車5廟 以下に低下した2例はタ合併症で死亡

した∴い I-)群で活性化T細胞比の急激左増加上 Cl)LI

C扮8比の急激な低下を来 した.以上の様な症例では肺

炎等の合併症をこ注意 し,強力な化学療法鞘併用には慎重

を願すべきであると考えた.

21(Tl)3.CL)56陽性T細胞がヒ ト的線外分

化′1､細胞である可能性

橋本 誠堆 ･鳥羽 鰹
青木 定夫 ･岸 賢治
高橋 益広 ･小池 IT_
柴田 昭 (新潟大学第-内科)

品田 章二 (同 輸血部)

安保 徹 (同 県動物 ･免疫1

1990年,マ ウスにおいて主に肝探洞で分化する胸腺



学 会 記 事

外T細胞の存在か明三､)かにされた.--/rL7スにおける胸腺

外分化′1､細胞は (二t)3陽性...IL2RβLNK I-:一･一})一･一)陽

で分化する′T細胞までのりンバ球の進化の流れの問を埋

める pTimi軌eな細胞群と考えられている.演者らは

と卜における胸腺外分化T細胞を CD3.C.i)56共に陽

性の細胞群と想定し,FACScamを周いて稜々の解析を

行なった.CD3､CD56陽性T細胞は健常人末輸血】Jン

ぺ球中の2-･̀lO｡を占め,S(1rterを開いて分離した細

胞形態は,塀粒をもった大型リソバ球 はGL)であっ

た.胸腺細胞中iこは CD3,CD56陽性T細胞は存在せ

ず,肝臓内りンべ球には30-60.0･bと多数存在し,多くの

'1℃1ミγ∂LT)発現も認九人亘-'わた.健常人末梢血に IL2添

加し培養したところ,高濃度に血清を添加した条件下で,

培養瓶に付着性に増殖した.以上から CD3,CD56陽

性T細胞は安保等が擾唱したマウス胸膜外分化T細胞をこ

相当する細胞群である可能性が示唆された.

3)感染抵抗性丁雑胞の機能発現をこおける T-

河村伊久雄 ｡光山 正雄 (新潟大学細菌学)

細胞内寄生菌に対する感染防御免疫は生菌免疫でのふ

発現する.一一万,死菌免疫では抗原特異的な抗体産生や

DTH反応は認めLT〕れるが,感染防御免疫は発現しない.

これらの結果は感染抵抗性T細胞が死菌免疫で誘導され

るT細胞とは機能的に異なることを示している.本研究

では I_.lftOlt川､JltOgCltE,∫生菌および死歯免疫て巾ス牌

T細胞のりン~7十力仁ン産生能を比較した.両免疫群の

TL-2.LL-3.1L-4およびてクロr7-7--1ジ走化因子 LMCF)

産生能をこ差は認められなかったが,生菌免疫群でのみ 好事巨㌢

783

を用いた感染実験iこおいても同様(7)傾向が認められた.

二才日､-)の結果は,感紙 ft性rr細胞(T)機能発現iこは 『N･L7･

が重要な役割を果たしていることを示している.

･11悪性膝噂iこ合併した哉色ブ菌敗血症の予後
一造血器陣場と固形癌の比較一

･.･:､ . :Ii:･∴ 宣 ∴ t･

当センターで経験 した黄色ブ歯敗血症49例 (造血器睡

壕15,固形癌34)の臨床像を検討した.49例中 MRSA

敗血症は31例 (63.%).造血器腫境例と固形癌例の敗血

症 の 死 亡 率 は それぞれ 73.390,26.59,6(p<0.01)で.

前著の死亡例11例中7例は発症かt1､1)しけ1内に死亡し.

後者の死亡例9例は全て3日以降に死亡した.前者の基

礎疾患はりンべ腫8凧 骨組陸とALLが3例一うつ,AML

1倍りでりンバ性腫壕に偏っていた.発症前の治療として

前者の80%iこ抗癌剤,6()Odにステロ1'ドが投与さ11てい

た.後者では抗癌剤およびステロ(ド投与は5例のみで

あ一､たがこの内3例が死亡した.以上よi)造血器睡癌に

合併した貰色ナ歯敗血症の殆どが高度の免疫不全状態の

患者に発生しており.このことが予後不良の最大の要田

と考えられた.
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白血 球 に よ る 活 性酸素の産生とその意義

東 京 大 学 医科学研究所細菌感染研究部

金ヶ崎 士 朗 先生


